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『借地農~， ~穀物~， ~人間~， ~租税』においては，フランスの農業の実態調
解釈の様相 ト マス ケネー
① (literal) 旧約のできごとそれ自体 フランス社会経済の実情
字義的・事実的 それ自体
〔事実上の歴史〕




③ (moral) キリストの業が行為の規 道徳的法則
道徳的 範に
〔個人中心〕
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が， そのかわり， 人間に， 体系から体系への跳躍という水平運動の可能性を
ア・プリオリに閉ざすこととなった。それが，このようなタイプの社会の解釈
一一世界観一一のイデオロギー的帰結であって，言説の世界では，それが言説
の閉塞性として現象したのである。
しかし正確にいえば，人間の自然的衝動と世界の出来事の必然性との一致は，
ある意味では外面的に達成されたにすぎない。このイデオロギーが第三の層で
道徳として個人に呼びかける内容は，それが自然法則に適うからというに止ま
る。そこには，個人の存立基盤にまで遡って，根本的にこの一致を根拠づける
態度はみられない。そのようにして，この課題に答えたスコットランド啓蒙の
諸思想家とはイデオロギーの完成度に格差があるo 自然法則は人間に外から，
為し得ることと為し得ないことの区別を課してくるo説話コードがこのような
性格をもっ以上，社会の出来事ふ人間に外からその必然性を課してくること
になるだろう o 逆にいえば，それだからこそ，言説の上では，疑問の余地を残
さないほど強力な短縮による閉塞化が行なわれたともいえるだろう o
IV結び
我々はケネーの政治経済思想のもつ意味を解釈理論を採用して示したo だが，
解釈を引き起こす引金である寓意的意味はp 何よりもフィジオクラシーという
274 (274) 第145巻第1・2号
表現の中に端的に示されているo フィジオグラシーとは「自然の支配」という
意味であり，デモクラシーやアリストクラシーと同じ水準の用語であるo ここ
には，政治の次元の概念と自然の次元のそれとの一体化がみられるo フィジオ
クラシーという短縮された語そのものが，異質な次元の同質化を，縮合した閉
塞的な言説世界のいわば象徴として示しているのだ。
ケネーは，この解釈をてこにして， トマスが中世において成し遂げたものと
同じ課題を解決した。それは，スミスほど十分ではないかもしれないが，この
分野における重要な成果である。かくして，人間はp 世界の必然性に従いなが
らも自由であることができるようになった。
